今月の樹　モチツツジ
甲山森林公園ではツツジ科の樹木が多く見られる。この一帯が六甲山を形成する花崗岩が風化したマサ土と言われる貧栄養土の土壌からなり、このような環境の土壌ではアカマツが優先樹種となる。アカマツ林の下層にはツツジ科の樹木が進出し、所謂アカマツ―ツツジ―コシダ（ウラジロ）群落を形成することが知られており、この理由によるものであろう。
　躑躅（ツツジ）の名の由来には、次々に花が連なって咲くという意味の「つづき咲き」からきたとする説、花が筒状になっているので「筒咲き」からきたとする説、また「躑躅」は足踏みする、佇むの意味であり、美しさに思わず佇む等諸説がある。
　当公園ではまず、コバノミツバツツジが開花し、続いてモチツツジが開花する。
　モチツツジ（黐躑躅、学名Rhododendron macrosepalum）別名イワツツジは、日本の固有種でツツジ科ツツジ属に属する半落葉低木で、本州（静岡県・山梨県～岡山県）と四国に分布する。主に、アカマツ林などの明るい二次林に生育し、高さ２ｍほどになる。花は美しく、ヒラドツツジにも劣らない。

名の由来は新芽や花の蕚などが「とりもち」のように粘るためとされている。
前述のように本種は半落葉低木で高さは１ｍ～２ｍになり、樹皮は灰黒色または暗褐色、若い枝には長い開出毛と腺毛が密生する。葉は互生で枝先に集まってつく。春葉は長さ４～８㎝、幅１～４㎝の楕円形～卵形、全縁で両面と縁に開出毛や曲がった毛があり、腺毛がまじる。葉柄は３～８㎜で長い毛がある。秋には美しく紅葉し落葉する。一方夏葉は小さく倒披針形また　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は長楕円形で開出毛が密生し、秋に落葉することなく越冬する。
花は４月～５月、葉の展開と同時に開花し、枝先に淡紅色の花を２，３個つける。花冠は直径５～６㎝の漏斗型、深く５裂し上方の裂片には蜜標と呼ばれる深紅色の斑点がある。雄しべはふつう５本であるが、ときには６～１０本のものもある。花糸の下半分には腺毛がある。花
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柱は無毛、子房には腺毛が密生する。萼は緑色で深く５裂し、萼片は大きい。花柄は長さ１．５～３㎝。萼片と葉柄には腺毛が密生して粘る。なお、雄蕊の１０本あるものは、アワノモチツツジと呼び、四国の北西部に分布する。また、花の色が白色である種はシロバナモチツツジとして知られている。

果実は朔果で、長さ１０～１２ｍｍの卵形で開出する長い腺毛が密生し、萼片に囲まれる。８～１０月に熟し、開裂する。
モチツツジの特徴である粘着物は、前述のように茎や葉に腺毛がたくさん生えていて、そこからネバネバした液を出している。開花時期、花の裏側を覗いてみると、そこには蜜を目当てにやってきた様々な昆虫が、ごきぶりホイホイのごとく捕殺されている。どうやら、花粉媒介役の昆虫以外の虫たちによる盗蜜や毛虫による花の食害を防ぐ役割があるようだ。しかし、この粘着物に足を取られたミツバチやハムシも見られ、、そんな昆虫たちの場合は「話が違う」と言いたくなるであろう。
　小昆虫にとって危険きわまりないこの粘着物を逆手にとらえ、生息域とする昆虫がいる。カスミカメムシ科の「モチツツジカスミカメ」である。このカメムシはモチツツジの粘毛にからまれない秘策を持ち合わせているようで、天敵から身を守るための隠れ家として利用している。カメムシの仲間は植物の液を吸うようだが、モチツツジカスミカメの場合、粘毛に捕まった昆虫に近づいて口吻を刺す行動も観察されているとのこと。
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